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ビット８９ニュースI N T E R E S T  

今回は成長著しいお隣のベトナムと、地
球の反対側に位置するブラジルについての
お話。最初にベトナムという国についてであ
るが、私の中学・高校時代、新聞・テレビで
毎日のように報道された、あの長くて悲惨
なベトナム戦争がまず思い出される。そして
米ソ対立の東西冷戦を背景に犠牲となっ
た国というイメージが強い。１９６３年１０月、
当時のケネディ大統領は撤退計画を発表
したが、その翌月暗殺されると、撤退反対
派のジョンソン（当時副大統領）が大統領に
就任し、大規模な軍事行動をとった。そし
て結果として１９７３年３月ニクソン大統領
の撤退完了と１９７５年４月サイゴン陥落ま
で、泥沼化した戦争が続いたことは記憶に
新しい。この戦争を通じて、米国は経済面
のみならず米国民の精神面でも大きく疲弊
したのではなかろうか。一方、ベトナム人の
我慢強さが印象づけられたが、同時に向上
心や勤勉性など、日本人にも似た国民性
がその後の経済成長を支える原動力となっ
たように思われる。 

現在、急成長を遂げているこのベトナム
が何かと話題になっているが、弊社でも１９
９５年６月に「ベトナム事業進出について～
現状と事業化のポイント～」というレポートを
まとめたことで、今日の成長を確信すること
ができた。その中でも１９８６年１２月に国の
基本政策として打ち出された「ドイモイ」とい
われる経済改革は、１９９５年当時の日本
は「失われた１０年」の中でもがいていただ
けに、成長力のポテンシャルを実感できた
ように思われる。ちなみに、「ドイモイ（DOI・
MOI）」とはベトナム語で、「ドイ」が「変える」、
「モイ」が「新しい」という意味で、刷新、革
新、改新と訳されたりしている。 

２００６年１２月、東西経済回廊と呼ばれ
る高速道路（全長1,450km）が開通し、イン
ドシナ半島、メコン地域のベトナム～ラオス
～タイ～ミャンマーが結ばれた。このハイ
ウェーによって、それまで海路で２週間か
かっていたのが、最短３日に短縮されるな
ど、物流網が整備されてきた。さらにカンボ
ジア～ベトナムを結ぶ第２東西経済回廊構
想が動き始めるなど、大きな商圏としてベト
ナムビジネスの魅力が高まってきている。

日本で瀬戸大橋や東京湾アクアラインなど
に従事した橋梁専門技師の知人も数年前
からベトナムでメコン川にかける橋の難工事
に取り組んでおられるが、国際貢献活動と
しても大いに評価したい。 

次に、地球を半周してブラジルに飛んで
みよう。今年２００８年は、日本人のブラジ
ル移住１００周年にあたるなど、日本とブラ
ジルの関係は深い。スポーツに興味ある人
はサッカーを、音楽に興味ある人はボサノ
バをまたダンスに興味ある人はサンバをイ
メージする国であるが、経済面では昨今高
騰する石油に代わるバイオ燃料産出国とし
ても注目されている。このアルコール燃料と
なるサトウキビのほかトウモロコシ、大豆、
コーヒーなどを栽培している世界有数の農
業国であるが、世界第４位の航空機メー
カー、エンブラエル(EMBRAER)を擁してい
ることはあまり知られていない。 

リオのカーニバルやサッカーの試合で見
られる情熱的な風土や、細かいことにこだ
わらない大らかで明るい国民性は、ブラジ
ル事業を考える際、大きな魅力となるが、
一方で時間厳守などに無頓着という面も
知っておく必要がある。現地で日本人に対
する評価は「ジャポネ－ズ・ガランチ－ノ」と
言われるほど信頼性が高いようである。（意
味は「日本人は信用できる」とのこと）さて、
ブラジルは２０１４年にサッカーワールドカッ
プの開催国にも決まっており、今後そのた
めのインフラ投資も進み、経済成長にも拍
車がかかってくるものと期待したい。 

★★★★★★★★★★★★★★★★ 

●この文章の無断転載を禁じます。 



用語解説 
****************** 
チャイナ・プラス・ワン ： 
中国への一極集中の投資を避け
るために、中国と平行して、インド、
タイ、ベトナムなど他のアジア諸国
に拠点を設けること。 
 
ブラジル・コスト ： 
複雑な税制、高い税率、許認可
や通関手続きの煩雑さ、労働者
保護政策による企業負担、輸送イ
ンフラの未整備など、価格引き上
げにつながる社会的要因。 

ベトナム：ブーム再び 
英米監査法人プライスウォーターハウスクーパー
ス（PwC）は昨年7月の報告書「Emerging 
Markets: Balancing Risk & Reward」で新興国20
カ国のうち製造業にとって最も魅力的な投資先とし
てベトナムを挙げ、今年3月発表した報告書「The 
World in 2050: Beyond the BRICs」ではベトナムを
2007年から2050年の間に最も急激な経済成長
を遂げる国と位置づけた。このような評価を受ける
ベトナム。ここ数年、日本企業のベトナムへの関心
は高い。INTEREST2月号でも紹介した国際協力銀
行のアンケート(1)によれば、ベトナムは日本の製造
業が中期的（今後3年程度）に有望と考える事業
展開先国・地域の第3位となっている（「気になる
データ」参照）。実際に進出例も多く、第2次ベトナ
ム・ブームともいわれる。 

1990年代半ば、日本企業の間でベトナムへの
進出ブームが起こったが、アジア通貨危機の影響
でその動きは一時停滞した。しかし、2000年頃か
ら変化がみられるようになり、中国で反日デモが起
こった2005年以降はチャイナリスクの回避、チャイ
ナ・プラス・ワンの視点から注目度が高まり、再度、
ブームといわれる状況になっている。90年代の進
出先はホーチミンのある南部が中心であったが、
2001年にキヤノンがハノイのタンロン工業団地に
進出してからは、北部への大型投資が増え、「キ
ヤノン効果」ともいわれている。キヤノンはベトナム
を低価格プリンタの供給基地と位置づけ、生産能
力拡充を図っているが、ＴＯＴＯやブラザーなど、
キヤノンと同様に、ベトナムをグローバルな供給拠
点として育てようというメーカーは多い。 
ブラジル：地球の裏側の新興国 
今年、2008年は日本人ブラジル移住100周年
に当たり、「日本ブラジル交流年（日伯交流年）」と
されている。ブラジルには、150万人という世界最
大の日系社会があり、また、多数の日系ブラジル
人が日本で働いている。社会的なつながりは深い
ものの、BRICsの他の３カ国、ロシア、インド、中国と
比べると、ビジネス面での存在感は薄い。ブラジル
といえば、広大な国土、豊富な天然資源が思い浮
かぶ。しかし、現在のブラジルは資源国、農業国と
いうだけでなく工業国でもある。自動車生産は世界
8位、エンブラエル社はリージョナル機(2)ではボンバ
ルディア社と並ぶ世界のトップ企業である。また、

世界経済の中で存在感を増す新興諸国。INTEREST2月号のインド、ロシアに続いて、今回はベトナムと
ブラジルを取り上げる。 

THE 特集 新興国の時代：ベトナム・ブラジル 

●気になるデータ ベトナム・ブラジル関連データ 
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世界的に代替エネルギーへの関心が高まる中、
エタノールの生産量は米国に次ぐ2位で全世界の
生産量の3割以上を占める（2006年）。そして、
新車の8割がエタノールでもガソリンでも走ることの
できる「フレックス燃料車」で、エタノール産業大国
となっている。 
産業が多様なこと、国内市場が大きいこと、欧
米市場に近いこと、技術力があること、政治的なリ
スクが比較的小さいことなどにより、経済が安定し
た90年代後半以降、ブラジルには、欧米や韓国
の企業による進出が増えている。前述の国際協
力銀行のアンケートでも製造業が中期的に有望と
考える事業展開先国・地域の第7位になってお
り、日本企業の関心も低くはないようだ。しかし、こ
れまでのところ、日本企業の動きは鈍い。JETRO
ではその理由を①距離が遠い、②80年代の債務
危機とハイパーインフレのネガティブなイメージ、
③日本語による情報の少なさ、と分析している(3)。
ブラジル・コストが削減されないことも問題視され
ているが、この点は欧米韓企業も基本的に条件
は同じである。 
日本企業による新たな進出が少ない中で目
立った動きをみせているのが商社。特に三井物産
は、サンパウロの地下鉄事業、ペトロブラス社との
エタノール共同事業、穀物関連会社や農園への
出資、シャープの家電・事務機販売会社設立な
ど、積極的に事業を展開している。 得意の家電
や自動車では影が薄い日本企業。今後、どのよう
にビジネスチャンスを見出していくだろうか？ 
 

(1)「『わが国製造業企業の海外事業展開の動向』に 
  関するアンケート調査」（調査期間：2007年7月～8月） 
(2)地域間の運航に使用される小型旅客機 
(3)「中南米のエマージング・マーケット調査～ブラジル、 
  メキシコ、チリ～」（2007年3月）  

出典：JETRO 

ベトナムとブラジルの基礎データ（2006年） 日本の製造業企業が中期的（今後3年程度）に 

出典：国際協力銀行 

順位 2000年度 2007年度
1 中　国 中　国
2 米　国 イ ン ド
3 タ　イ ベトナム
4 インドネシア タ　イ
5 マレーシア ロ シ ア
6 台　湾 米　国
7 イ ン ド ブラジル
8 ベトナム インドネシア
9 韓　国 韓　国
10 フィリピン 台　湾

ベトナム ブラジル

人口 8,312万人
（2005年平均）

1億8,930万人
（2007年）

名目ＧＤＰ総額 608億8,356万ドル 1兆678億46万ドル

一人当たり名目ＧＤＰ 722.7ドル 5,717ドル

実質ＧＤＰ成長率 8.2％ 3.7%

対日輸出額 52億3,210万ドル 38億8,394万ドル

対日輸入額 47億100万ドル 38億3,940万ドル



 BIT89 Book Guide  
1.図解 早わかりベトナム・ビジネス 

●谷口 正俊 氏 プロフィール 

1973年 ローマ生まれ 
1994年 CLUBONENESS代表とし
てエチオピアにミルク工
場を設立。 

1995年 早稲田大学商学部卒
業。同年㈱ベネッセコー
ポレーション入社。 

2000年 ㈱ウィル・シードを創業。
全国の公立の小中学校
を対象に毎年1万人程の
こどもに体感型授業を実
施。同時に、ソニー、日
産、野村證券など、400
社を超える企業研修を
実施。 

2006年 ㈱アクティブリッジの創業
メンバーとして参画。 

3.資源循環大国ブラジルビジネス 
  入門 

ベトナム人財の育成を軸に、日本とベトナ
ム両国の人・組織の活性化（ACTIVE）の 
掛け橋（BRIDGE）を創る。何より弊社がその
象徴となる。それが当社の理念です。ベトナ
ム人のレロンソンを代表に、現在はホーチミ
ン、東京、福岡、茨城の4拠点で、ベトナム
人、日本人、計約70名の仲間で事業展開を
しています。 
日本のメーカーがベトナム進出を検討する
際に、必ず課題になるのが、日本の企業文
化を理解した中間管理職・技術者の不足で
す。特に、国民の平均年齢26歳のベトナム
では、そもそも優秀な管理職の絶対数が少
なく、今後も暫くはこの傾向が続くと言われて
います。そこで我々は、ホーチミン市に
KAIZEN日本語学校（現在生徒数約300名）
を設立し、日系企業で働くことを志す若者た
ちに、日本語や生活習慣、技術等を日々教
育しています。  
そして、卒業した彼らの多くを、まずは技術
者不足で困っている日本のメーカーに紹介
をします。彼らは技術者として日本で勤務
し、日本の企業文化を肌で理解しつつ、ベト
ナムとの調整役としても貴重な存在になりま
す。そして日本で勤務している間に、ベトナム
人の特性を把握した管理職教育を弊社が委
託を受け実施します。  
その後、技術者が実力をつけ、ベトナムに
戻りたいと考えた際には、勤務していた日本
メーカーの現地法人の中間管理職・技術者
として働きます。ベトナム人技術者としても、
高い収入、地元で管理職としてキャリアがで
きることで満足し、日本滞在中のJOB 
HOPPINGの問題も出にくくなります。このよう
な長期プランで、関係者全員でベトナム人財
を成長させ、その中で全関係者が満足し輝く
というわけです。  
 

●日本人のブラジルビジネ
スの成功を願って、最新の
情報と攻略法を解説。 
 
小野瀬由一 著 
同友館 刊 
2,100円 税込 
ISBN：9784496041662 

●中国リスク回避国のベスト
としてメリット、さらに地政学、
歴史、経済等を紹介。 
 
柘植久慶 著 
ＰＨＰ研究所 刊 
1,575円 税込 
ISBN：9784569654591 

●中国を超えるベトナム経
済の潜在パワーと日本企業
のベストパートナーとなる魅
力を紹介。 
 
窪田光純著 
日刊工業新聞社 刊 
1,890円 税込 
ISBN：9784526056376 

さて、ベトナム人の特徴ですが、価値観や
思考は日本人に良く似ており、驚くほど共に
働きやすいと感じます。ただ、逆にギャップを
感じにくいのが落とし穴で、当然違う思考パ
ターンが存在し、それを理解せずに失敗した
こともあります。  
例えばプライドの高さ。こちらが期待を込め
ていたとしても、人前で叱られる事に対し、侮
辱されたと感じる事があり、見ていてこちらが
気まずい状態になるほど激しいショックを受け
たりします。また、交渉の際などに、怒りという
感情を表すことを非常に嫌悪しており、こちら
が怒りをぶつけた場合、正当性に関係なく心
を閉ざすことがあります。 
ただ、どんな状態になっても、情に厚く、真
剣に粘り強く話すことで関係が復活するのも
ベトナム人の良さでもあります。 
私自身は、資源の限られた日本が今後世
界で尊敬され、重要な役割を果たし、独自
の強みを発揮する為には、価値観を共有で
きるベトナムと親友と呼びあえるレベルまで多
くの絆を作ることが鍵だと考えています。極論
を言うと、将来両国が合併できたら素晴らし
いとすら思っています。私には２歳の娘がい
るのですが、彼女が大きくなった時に、この事
業が日本の新しい発展の姿に貢献し、日本
人である事を誇りに思い、自分の人生に満足
感を感じながら多くの人が生きている、そん
な日本を残せれば素晴らしいなと感じて、事
業に取り組んでおります。 

2.ヴェトナムと組むメリットを知らない  
  日本人  

Brain89ersの視点  ベトナム・日本 掛け橋事業への夢  
谷口 正俊（たにぐち・まさとし） ［株式会社アクティブリッジ 専務取締役］ 

“Brain89ers”とは… 
ビット89には、さまざまな分野で活
躍する豊かな才能・個性を持った
方々のネットワークがあります。こ
のネットワーク、“Brain89ers”（ブレ
イン・エイティナイナーズ）の知性を
共有することにより、皆さまのビジ
ネスはより深く広く、味わい深いも
のとなります。そこで、毎号これら
の方々に登場していただき、独自
の視点からビジネスや社会・世界
情勢について語っていただきます。 
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●写真左  
実践！MBAトレーニング 
中国ビジネスのケーススタディ 

●写真右 

即戦力が身につく！ 
最強のMBAバイブル 

●INTEREST編集部では、INTERESTで特集を組んでほしいテーマを募集しております。左記のメールアドレスより
編集担当宛に御社名とお名前を明記の上、お寄せください。 
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株式会社 ビット８９ 
東京都品川区大井1-6-3 
アゴラ大井町ビル７F （〒140-0014）      

℡ 03(3774) 8950         
Fax  03(3774) 8951 
メール info@bit89.co.jp 
ＨＰ http://www.bit89.co.jp 
発行責任者  吉田 健司 

ビット８９インフォメーション 

●発売中の書籍内容に沿ったテーマだけでなく、最新のビジネスメソッドに関する講演、 
セミナーのご依頼に積極的にお応えいたします。また、併せてマーケティングリサーチ、 
各種ビジネストレーニングおよび経営コンサルティングなどに関するお問い合わせなどは、 
左記までお気軽にご連絡くださいませ。 
 

●皆様の会社が、現在抱えておられるビジネス上の課題を解決してみませんか？  弊社
代表 吉田健司が「経営プラネット」および「ビギナー会員（体験会員）」の皆様を対象に、毎月
先着5名様まで頂いた質問にＥメールまたはFAXにてご返答いたします。ご希望の方は左記
のＥメールアドレスまたはＦＡＸ番号宛にご質問内容をお送りください。 

●第２７回プラネット・セミナー開催のご案内 

弊社主催のプラネット・セミナーも今回で第２７回目を
を迎えます。春季セミナーは少人数形式で、参加者の
みなさんが主役の勉強会です。和気藹々（？）のムード
のなか、お互いに経営課題を持ち寄ってその中から解
決策のヒントを掴む“ポットラック型セミナー”に奮ってご
参加ください。日時と場所等は以下の通りです。 
 ・ 日時：２００８年５月２６日（月）１３：３０～１６：３０ 
 ・ 場所：品川区立総合区民会館「きゅりあん」６階   
         小会議室（ＪＲ「大井町」駅、隣接） 
 ・ 定員：１５名（先着） 
 ・ テーマ：「ワークライフバランス重視時代の組織力強化とＥＳ」 

※人口減少時代の労働力確保と生産性向上等を背景に、昨今話題となっている「ワークラ
イフバランス(仕事と家庭のバランスのとれた生活)」と「ＥＳ（従業員満足）」について、その意
義や具体的活用方法を確認します。 

●（社）日本経済調査協議会の活動報告 

2005年10月から2年余り、（社）日本経済調査協議会の「人口減少時代の企業経営」
をテーマとした委員会の専門委員を務めさせていただきましたが、その活動を、この度、よ
うやく報告書としてまとめることができました。日本は2004年をピークに人口減少時代へと
向かっており、2050年には9500万人、2100年には4800万人にまで落ち込むと予想され
ています。本報告書は、人口減少による経営への影響と課題を分析し、有効と思われる
対応戦略を、需要面、供給面およびその両面という３つの切り口から考察したものです。
自動車、電機、余暇、食品、流通、住宅、医療、介護、金融、教育の10業種を中心に、
業界概況と対応戦略事例などを調査・分析・整理し、提言も織り込んだ内容となっています。 
毎月1回開催された本委員会を通じて、委員会メンバー、事務局、そして外部講師の
方々との交流と、情報収集・報告書作成作業は、私にとって貴重な体験となりました。 
  ※ 本報告書（ＰＤＦ形式）は、（社）日本経済調査協議会の下記サイトをご参照 
       http://www.nikkeicho.or.jp/Chosa/new_report/nagasaka_top.htm 

昨年の春季プラネット・セミナー風景 

●好評発売中！！ 「戦略」「ヒト」「モノ」「カネ」「文化」の本質と応用がつかめる本です。 
「実践！ＭＢＡトレーニング 中国ビジネスのケーススタディ」 PHP研究所刊 2,000円 

●好評発売中！！ MBAコースのエッセンスをいいとこどりした本です。 
「即戦力が身につく！ 最強のMBAバイブル」 PHP研究所刊  1,400円                   

※上記2冊はお陰さまで、完売しました。 
  なお、「即戦力が身につく！ 最強のＭＢＡバイブル」（改定版）につきましては、 
  弊社に若干の在庫がございますので、ご要望の方は弊社宛にご連絡ください。 

吉田健司 著書のご案内 
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報告書「人口減少時代の企業経営」 


